
皇
室
に
お
け
る
公
職
追
放
問
題

｜
裕
仁
天
皇
と
成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子
の
場
合
｜

神
﨑

豊

序
『
人
民
評
論
』
一
九
四
八
年
一
〇
月
号
で
法
政
大
学
教
授
の
中
村
哲
は
次
の
と
お
り
論
じ
て
い
る
。

「
天
皇
は
憲
法
上
、
最
高
の
統
帥
権
者
で
あ
つ
て
、
大
元
帥
と
し
て
の
軍
籍
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
人
の
公
職
追
放

と
い
う
点
か
ら
、
そ
れ
が
免
れ
て
い
る
の
は
全
く
了
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
皇
た
る
地
位
は
新
憲
法
に
あ
つ
て
も
、
公

職
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
で
あ
る
が
そ
の
公
職
に
大
元
帥
は
追
放
さ
れ
ず
に
い
る
わ
け
で
あ
る
。
天
皇

た
る
地
位
の
み
な
ら
ず
、
摂
政
の
地
位
も
公
職
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
つ
て
、
こ
の
点
か
ら
い
つ
て
、
今
上
天
皇
の
退
位
に
よ

り
現
在
の
皇
太
子
が
天
皇
の
地
位
に
就
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
皇
族
男
子
は
す
べ
て
職
業
軍
人
で
あ
つ
た
か
ら
そ
れ
ら
の
人
々
に
は

摂
政
と
し
て
の
公
職
に
就
く
資
格
は
存
し
な
い
わ
け
で

１
）

あ
る
。」

裕
仁
天
皇
の
退
位
問
題
が
も
っ
と
も
高
揚
し
た
時
期
は
、
裕
仁
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
か
ら
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
す
る
五
二
年
四
月
二
八
日
ま
で
で

２
）

あ
る
。一
八
八
九
年
二
月
一
一
日
に
睦
仁
天
皇
が
裁
定
し
、
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一
九
四
七
年
五
月
二
日
か
ぎ
り
で
裕
仁
が
廃
止
し
た
皇
室
典
範
（
以
下
、
旧
典
範
と
記
す
）
も
、
翌
日
の
三
日
に
一
九
四
七
年
法
律

第
三
号
と
し
て
施
行
さ
れ
た
皇
室
典
範
（
以
下
、
現
典
範
と
記
す
）
も
天
皇
の
退
位
を
規
定
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
の
典
範
の
も
と

で
も
、
そ
れ
が
改
正
さ
れ
て
退
位
が
規
定
さ
れ
、
実
際
に
裕
仁
が
退
位
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
皇
太
子
の
明
仁
親
王
が
皇
位
を

継
承
す
る
が
、
五
一
年
一
二
月
二
二
日
ま
で
、
明
仁
が
成
年
に
達
し
な
い
た
め
、
ま
ず
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子
が
摂
政
に
就
任

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で

３
）

あ
る
。

さ
て
、
中
村
の
議
論
で
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
大
元
帥
で
あ
っ
た
裕
仁
や
職
業
軍
人
で
あ
っ
た
皇
族
男
子
が
公
職
か

ら
追
放
さ
れ
る
の
か
否
か
と
、
天
皇
や
摂
政
の
地
位
が
、
追
放
の
対
象
と
な
る
公
職
で
あ
る
か
否
か
の
二
点
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め

第
一
点
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
お
く
と
、
四
五
年
一
一
月
三
〇
日
に
陸
海
軍
が
廃
止
さ
れ
、
四
六
年
一
月
四
日
に
連
合
国
最
高
司
令

官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
日
本
政
府
に
、「
好
ま
し
く
な
い
人
物
の
公
職
よ
り
の
除
去
に
関
す
る
覚
書
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
）

を
発
し
、
時
期
を
問
わ
ず
、「
正
規
の
陸
海
軍
将
校
」に
就
い
た
者
を
も
罷
免
と
排
除
の
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
、
裕
仁
が
陸
軍

お
よ
び
海
軍
の
将
校
に
就
任
し
た
後
に
践
祚
し
て
陸
海
軍
を
統
帥
し
て
お
り
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子

秩
父
宮
雍
仁
親
王
、

高
松
宮
宣
仁
親
王
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王
、
伏
見
宮
博
恭
王
、
山
階
宮
武
彦
王
、
賀
陽
宮
恒
憲
王
、
賀
陽
宮
邦
寿
王
、
久
邇
宮
朝
融
王
、

梨
本
宮
守
正
王
、
朝
香
宮
鳩
彦
王
、
朝
香
宮
孚
彦
王
、
東
久
邇
宮
稔
彦
王
、
東
久
邇
宮
盛
厚
王
、
竹
田
宮
恒
徳
王
、
閑
院
宮
春
仁
王

の
三
親
王
一
二
王

も
す
べ
て
陸
軍
ま
た
は
海
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で

は
、
裕
仁
と
こ
れ
ら
の
皇
族
男
子
の
公
職
追
放
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
先
行
研
究
が
存
在
し
な
い
。
公
職
追
放
そ
の
も
の
の
研
究
の
な
か
で
は
、
ハ
ン
ス＝

ベ
ア
ワ
ル
ド
『
指
導
者
追
放
』
が
、
裕
仁
が
追
放
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
日
本
の
国
民
を
あ
ざ
む
き
誤
ま
り
み
ち
び
い
た
人
々
を

追
放
す
る
と
い
う
一
切
の
努
力
を
、
根
底
か
ら
ゆ
が
め
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
裕
仁
が
追
放
を
免
れ
る
実
際
の
過
程
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に
つ
い
て
は
論
じ
て
い

４
）

な
い
。
ま
た
、
皇
族
の
職
務
そ
の
も
の
の
研
究
の
な
か
で
は
、
高
久
嶺
之
介「
皇
族
の
権
威
の
社
会
化
過
程
」

が
、
皇
族
が
皇
室
の
権
威
を
維
持
す
る
た
め
に
武
官
や
社
会
公
共
事
業
団
体
の
名
誉
職
に
就
任
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
て

５
）

い
る
。
坂

本
悠
一
「
皇
族
軍
人
の
誕
生
」
も
、
皇
族
男
子
が
主
な
公
職
と
し
て
武
官
に
就
任
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
て

６
）

い
る
。
し
か
し
、
両
稿

と
も
、
近
代
天
皇
制
が
確
立
し
て
い
く
時
期
し
か
扱
っ
て
い
な
い
た
め
、
皇
族
の
公
職
追
放
問
題
に
は
も
ち
ろ
ん
触
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
敗
戦
か
ら
講
和
ま
で
の
皇
族
男
子
の
職
務
に
触
れ
な
が
ら
、
裕
仁
と
皇
族
男
子
の
公
職
追
放
問
題
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

一

軍
籍
離
脱

ま
ず
、
行
論
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
前
に
皇
族
男
子
が
就
任
し
て
い
た
公
職
を
四
つ
挙
げ
て
お
く
。

第
一
は
、
主
な
公
職
と
し
て
就
任
し
た
武
官
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
一
二
月
九
日
の
太
政
官
達
に
よ
っ
て
、
皇
族
は
、
年
長
の
者
を

例
外
と
し
て
、
陸
軍
ま
た
は
海
軍
に
従
事
し
て
い
た
。
一
方
で
、
天
皇
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
も
と
で
、
原
則
と
し
て
法
に
拘
束

さ
れ
な
い
と
さ

７
）

れ
た
。
他
方
で
、
一
九
〇
七
年
二
月
一
一
日
に
睦
仁
が
公
布
し
た
旧
典
範
の
増
補
に
よ
っ
て
、
皇
族
の
身
位
と
権
義

に
関
す
る
規
程
は
、
旧
典
範
や
そ
れ
に
基
づ
き
発
す
る
規
則
で
あ
る
皇
室
令
で
定
め
る
の
が
原
則
と
な
り
、
旧
典
範
と
皇
室
令
に
別

段
の
条
規
が
な
い
場
合
に
か
ぎ
り
、
法
律
や
勅
令
が
皇
族
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

８
）

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
皇
族
身
位
令
（
一
九

一
〇
年
皇
室
令
第
二
号
）
に
よ
っ
て
、
皇
太
子
と
皇
太
孫
は
一
〇
歳
に
達
し
た
後
に
必
ず
陸
軍
お
よ
び
海
軍
の
武
官
に
、
他
の
皇
族

男
子
は
一
八
歳
に
達
し
た
後
に
原
則
と
し
て
陸
軍
ま
た
は
海
軍
の
武
官
に
就
任
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

９
）

っ
た
。
同
時
に
、
天
皇
の

特
旨
に
よ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
文
武
官
に
関
す
る
法
令
が
皇
族
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
三
親
王
一
二
王
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と
裕
仁
と
は
、
軍
の
将
校
に
就
任
す
る
手
続
が
異
な
っ
た
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
。
三
親
王
一
二
王
は
、
陸
軍
補
充
令
（
一
九
一
一

年
勅
令
第
二
七
〇
号
）
に
よ
っ
て
、
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
後
に
陸
軍
少
尉
に
就
任
し
、
陸
軍
武
官
服
役
令
（
一
九
二
七
年
勅

令
第
三
三
二
号
）
に
よ
っ
て
現
役
に
服
す
る
か
、
海
軍
武
官
任
用
令
（
一
九
二
〇
年
勅
令
第
六
四
号
）
に
よ
っ
て
、
海
軍
兵
学
校
を

卒
業
し
た
後
に
海
軍
少
尉
に
就
任
し
、
海
軍
武
官
服
役
令
（
一
九
二
七
年
勅
令
第
三
三
三
号
）
に
よ
っ
て
現
役
に
服

10
）

し
た
。
し
か
し
、

裕
仁
親
王
は
一
二
年
七
月
三
〇
日
に
一
一
歳
で
皇
太
子
に
な
っ
た
た
め
、
嘉
仁
天
皇
の
特
旨
に
よ
っ
て
、
陸
軍
士
官
学
校
と
海
軍
兵

学
校
に
入
学
す
る
こ
と
さ
え
な
く
、
九
月
九
日
に
陸
軍
お
よ
び
海
軍
の
少
尉
に
就
任
し
、
二
五
年
一
〇
月
三
一
日
に
陸
軍
お
よ
び
海

軍
の
大
佐
に
ま
で
進
級
し
、
現
役
に
服

11
）

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
裕
仁
は
二
六
年
一
二
月
二
五
日
に
践
祚
し
た
た
め
、
帝
国
憲
法
の
も

と
で
陸
海
軍
を
統
帥
す
る
と
同
時
に
、
文
武
官
に
関
す
る
法
令
が
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
明
仁
は
皇
太
子
と
し

て
誕
生
す
る
が
、
四
三
年
一
二
月
二
三
日
に
一
〇
歳
に
達
し
た
後
に
も
、
裕
仁
の
特
旨
に
よ
っ
て
陸
軍
お
よ
び
海
軍
の
少
尉
に
就
任

す
る
こ
と
が
な
か

12
）

っ
た
。
た
だ
し
、
皇
族
男
子
は
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
現
役
に
服
し
た
た
め
、
他
の
公
職
に
就
任
し
た
り
、
そ
こ

で
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
制
約
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
陸
軍
刑
法
（
一
八
八
一
年
太
政
官
布
告
第
六
九
号
）
や
海
軍
刑
法
（
一

八
八
一
年
太
政
官
布
告
第
七
〇
号
）
は
、
現
役
の
軍
人
が
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
。
ま
た
、
陸
海
軍
将
校
分
限
令

（
一
八
八
八
年
勅
令
第
九
一
号
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
階
級
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
現
役
定
限
年
齢
に
達
す
る
前
に
軍
部
外
の

文
官
に
専
任
し
た
軍
の
将
校
は
予
備
役
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

13
）

い
た
。

さ
て
、
公
職
の
第
二
は
枢
密
院
班
列
で
あ
る
。
枢
密
院
官
制
（
一
八
八
八
年
勅
令
第
二
二
号
）
の
も
と
で
天
皇
は
枢
密
院
に
親
臨

し
て
お
り
、一
八
八
八
年
五
月
一
八
日
に
睦
仁
は
勅
旨
に
よ
っ
て
、成
年
に
達
し
た
親
王
に
、枢
密
院
に
班
列
す
る
権
利
を
持
た

14
）

せ
た
。

親
王
は
枢
密
院
官
制
に
よ
っ
て
枢
密
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
旧
典
範
や
帝
国
憲
法
が
議
決

さ
れ
た
後
、
八
九
年
六
月
一
三
日
か
ら
は
親
王
が
全
く
枢
密
院
に
班
列
し
な
く
な
っ
た
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
受
諾
さ
れ
た
後
、
一
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九
四
五
年
八
月
二
五
日
か
ら
は
高
松
宮
と
三
笠
宮
が
希
望
し
て
枢
密
院
に
班
列
す
る
よ
う
に
な

15
）

っ
た
。
な
お
、
秩
父
宮
は
四
〇
年
か

ら
気
管
支
炎
で
療
養
し
て
い
た
た
め
、
枢
密
院
に
班
列
す
る
こ
と
は
な
か

16
）

っ
た
。
第
三
は
皇
族
会
議
員
で
あ
る
。
旧
典
範
の
も
と
で
、

成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子
が
皇
族
会
議
を
組
織
し
て
お
り
、
天
皇
は
そ
れ
に
親
臨
し
た
。
皇
族
会
議
は
旧
典
範
の
改
正
や
摂
政
の
設

置
を
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
旧
典
範
の
増
補
の
も
と
で
王
が
皇
籍
を
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を
も

議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
後
に
皇
族
会
議
令
（
一
九
〇
七
年
皇
室
令
第
一
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

第
四
が
貴
族
院
議
員
で
あ
る
。
帝
国
憲
法
と
貴
族
院
令
（
一
八
八
九
年
勅
令
第
一
一
号
）
の
も
と
で
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子
は

貴
族
院
議
員
に
就
職
し
た
。
し
か
し
、
皇
族
議
員
が
実
際
に
議
席
に
着
く
こ
と
は
な
か

17
）

っ
た
。
皇
族
男
子
が
貴
族
院
議
員
に
就
職
す

る
の
は
世
襲
の
権
利
で
あ
る
が
、
陸
軍
刑
法
や
海
軍
刑
法
な
ど
、
現
役
の
軍
人
が
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

法
令
や
訓
示
が
存
在
し
た
た
め
、
皇
族
男
子
は
貴
族
院
の
議
席
に
着
か
な
い
方
が
よ
い
と
さ
れ
た
か
ら
で

18
）

あ
る
。

公
職
の
ほ
か
に
、
皇
族
は
各
種
の
事
業
団
体
の
名
誉
職
に
就
任
し
て
い
た
。
し
か
し
、
皇
族
が
営
利
の
事
業
に
関
係
す
る
な
ら
ば
、

皇
室
の
権
威
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
一
八
九
九
年
四
月
一
九
日
の
内
規
に
よ
っ
て
、
皇
族
は
、

営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
団
体
の
名
誉
職
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
事
業
団
体
の
そ
れ
に
就
任

す
る
に
は
勅
許
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

19
）

っ
た
。
こ
の
内
規
の
内
容
は
後
に
皇
族
身
位
令
に
規
定
さ

20
）

れ
た
。

さ
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
受
諾
さ
れ
、
一
九
四
五
年
一
一
月
三
〇
日
、
陸
海
軍
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
陸
軍
大
将
の
梨
本
宮
と
朝

香
宮
鳩
彦
と
東
久
邇
宮
稔
彦
、
同
中
将
の
賀
陽
宮
恒
憲
、
同
少
将
の
秩
父
宮
と
閑
院
宮
、
同
中
佐
の
竹
田
宮
と
朝
香
宮
孚
彦
、
同
少

佐
の
三
笠
宮
と
東
久
邇
宮
盛
厚
、
同
大
尉
の
賀
陽
宮
邦
寿
が
、
海
軍
大
将
の
伏
見
宮
、
同
中
将
の
久
邇
宮
、
同
大
佐
の
高
松
宮
、
同

少
佐
の
山
階
宮
が
軍
籍
を
離
脱
し
た
。
同
時
に
、
一
九
四
五
年
皇
室
令
第
五
〇
号
に
よ
っ
て
、
皇
族
男
子
が
武
官
に
就
任
す
る
と
い

う
規
定
が
皇
族
身
位
令
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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二

貴
族
院
議
員
辞
職

す
で
に
四
五
年
一
一
月
二
四
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
政
府
に
「
恩
給
年
金
及
利
益
ニ
関
ス
ル
覚
書
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
三
三
八
）
を
発

し
、
連
合
国
最
高
司
令
官
の
命
令
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
た
者
に
対
す
る
利
益
の
支
出
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
る
よ
う
に
指
令
し
て

21
）

い
た
。
さ
ら
に
、
四
六
年
一
月
四
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
政
府
に
、「
或
る
種
類
の
政
党
、
協
会
、
結
社
そ
の
他
の
団
体
の
廃
止
に
関
す

る
覚
書
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
四
八
）
と
「
好
ま
し
く
な
い
人
物
の
公
職
よ
り
の
除
去
に
関
す
る
覚
書
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
）

を
も
発
し
た
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
四
八
の
も
と
で
は
、
団
体
の
重
要
役
員
の
な
か
に
、「
一
九
三
〇
年
一
月
一
日
以
後
、
元
日
本
帝
国

の
正
規
の
陸
海
軍
の
将
校
〔
略
〕
で
あ
つ
た
者
」
が
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
団
体
は
こ
の
覚
書
に
反
し
た
目
的
活
動
を
促
進
す
る
も
の

と
み
な
さ

22
）

れ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
の
附
属
書
Ａ
「
罷
免
及
び
排
除
さ
れ
る
者
の
範
囲
」
は
、
時
期
を
問
わ
ず
、「
正
規

の
陸
海
軍
将
校
」
に
就
い
た
者
を
も
罷
免
と
排
除
の
対
象
と
し
た
。
こ
の
覚
書
の
も
と
で
は
、
通
例
勅
任
官
以
上
の
官
等
に
あ
る
文

官
が
占
め
る
官
職
が
公
職
と
定
義
さ
れ
、
こ
の
公
職
か
ら
罷
免
さ
れ
た
者
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
三
三
八
と
同
様
に
利
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
附
属
書
Ａ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
職
務
に
就
い
て
い
た
者
が
貴
族
院
議
員
を
解
職
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

23
）

っ
た
。
つ
ま

り
、
天
皇
や
摂
政
、
皇
族
会
議
員
は
勅
任
官
で
は
な
く
、
枢
密
院
班
列
も
、
枢
密
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
職
務
は
、
こ
の
覚
書
の
定
義
す
る
公
職
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
裕
仁
と
三
親
王
一
二
王
は
軍
の
将
校
に
就

任
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
正
規
の
陸
海
軍
将
校
」に
就
任
し
て
い
た
者
と
し
て
罷
免
と
排
除
の
対
象
と
な
る
な
ら
ば
、
帝
国
憲
法

や
旧
典
範
の
も
と
で
の
皇
室
財
政
の
支
出
の
う
ち
、
裕
仁
は
、
天
皇
の
賄
料
で
あ
る
御
費
を
、
三
親
王
一
二
王
は
皇
族
歳
費
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
、
三
親
王
一
二
王
は
貴
族
院
議
員
を
解
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
裕
仁
が
天
皇
に
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在
位
す
る
こ
と
や
三
親
王
一
二
王
が
摂
政
に
就
任
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
日
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
が
翻
訳
さ

24
）

れ
た
。
藤
田
尚
徳
侍
従
長
が
裕
仁
に
こ
の
訳
文
を
提
出
す
る
と
、
裕
仁
は
、「
こ
れ
は
私

に
も
退
位
せ
よ
と
い
う
ナ
ゾ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
、
幣
原
喜
重
郎
内
閣
総
理
大
臣
を
通
じ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
連
合
国
最
高

司
令
官
の
考
え
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
藤
田
が
止
め
た
と

25
）

い
う
。
裕
仁
は
、
自
分
を
罷
免
と
排
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
が
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
自
分
が
天
皇
に
在
位
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
四
日
、

高
松
宮
は
元
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
矢
部
貞
治
に
、「
軍
人
と
い
ふ
こ
と
」な
ど
か
ら
自
分
が
こ
の
覚
書
に
該
当
し
、
裕
仁
が
退
位
す

る
な
ら
ば
、
太
皇
太
后
と
な
る
「〔
節
子
〕
皇
太
后
陛
下
」
が
摂
政
に
就
任
す
る
と
述

26
）

べ
た
。
旧
典
範
の
も
と
で
は
、
摂
政
に
就
任
し

う
る
皇
族
男
子
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
皇
后
、
皇
太
后
、
太
皇
太
后
、
内
親
王
お
よ
び
女
王
の
順
序
に
よ
り
、
成
年
に
達
し
た
皇

族
女
子

こ
の
皇
族
女
子
に
配
偶
者
は
存
在
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た

が
摂
政
に
就
任

27
）

し
た
。節
子
が
摂
政
に
就
任
す
る
の
は
、

天
皇
と
な
る
明
仁
に
は
皇
后
が
ま
だ
存
在
せ
ず
、
皇
太
后
と
な
る
良
子
皇
后
に
は
配
偶
者
の
裕
仁
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
高
松

宮
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子
は
す
べ
て
軍
の
将
校
に
就
任
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
摂
政
に
就
任
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
二
月
一
六
日
に
は
こ
の
覚
書
に
基
づ
き
、「
就
職
禁
止
、
退
官
、
退
職
等
ニ
関
ス
ル

件
」
と
い
う
勅
令
案
が
枢
密
院
に
諮
詢
さ
れ
た
。
こ
の
案
の
も
と
で
は
、
こ
の
覚
書
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定

す
る
者
（
覚
書
該
当
者
）
で
、
帝
国
議
会
議
員
で
あ
る
者
は
失
職
す
る
こ
と
に

28
）

な
る
。
二
一
日
の
審
査
委
員
会
で
、
三
笠
宮
が
「
本

案
ノ
皇
族
ニ
対
ス
ル
適
用
関
係
」
を
質
問
す
る
と
、
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
、
石
黒
武
重
法
制
局
長
官
が
答
弁
し
て

29
）

い
る
。
三
笠
宮

も
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
皇
族
に
つ
い
て
も
、
こ
の
覚
書
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
は
指
定

す
る
つ
も
り
か
と
質
問
し
た
と
思
わ
れ
る
。
石
黒
の
答
弁
に
納
得
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
二
七
日
の
本
会
議
で
三
笠
宮
は
、「
皇
族
ノ

取
扱
如
何
ニ
付
未
ダ
釈
然
タ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
之
ガ
解
明
ハ
他
日
ニ
期
」
す
る
と
述
べ
て

30
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裕
仁
と
軍
の
将
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校
に
就
任
し
て
い
た
皇
族
男
子
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
を
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
二
二
日
に
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
四
八
に
基
づ
き
、「
政
党
、
協
会
其
ノ
他
ノ
団
体
ノ
結
成
ノ
禁
止
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九

四
六
年
勅
令
第
一
〇
一
号
）が
公
布
さ
れ
、
一
月
四
日
に
遡
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
勅
令
の
も
と
で
は
、
主
要
役
員
が
、「
昭

和
五
年
一
月
一
日
以
後
現
役
ニ
在
リ
タ
ル
正
規
ノ
陸
海
軍
ノ
将
校
〔
略
〕
タ
リ
シ
者
」
に
該
当
す
る
団
体
は
、
内
務
大
臣
の
特
に
定

め
る
場
合
を
除
き
、
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
勅
令
は
六
月
一
一
日
に
一
九
四
六
年
勅
令
第
三
一
二
号
に
よ
っ
て

改
正
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
団
体
と
し
て
内
務
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
月
二
七
日
に
「
就
職
禁
止
、
退
官
、
退
職
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
四
六
年
勅
令
第
一
〇
九
号
）
が
ほ
ぼ
原
案
ど
お
り
に
施
行
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
文
武
官
に
関
す
る
法
令
が
天
皇
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
国
内
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
裕
仁

に
は
こ
の
勅
令
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
裕
仁
を
罷
免
と
排
除
の
対
象
と
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
政
府
に
、
改
め
て
裕
仁
を
こ
れ
ら
の
対
象
と
す
る
覚
書
を
発
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
そ

う
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
す
で
に
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
お
い
て
裕
仁
を
戦
争
犯
罪
人
と
し

て
訴
追
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
た
か
ら
で

31
）

あ
る
。

二
八
日
、
こ
の
勅
令
の
施
行
令
で
あ
る「
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
百
九
号
施
行
に
関
す
る
件
」（
一
九
四
六
年
閣
令
内
務
省
令
第
一

号
）
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
別
表
第
一
に
よ
る
と
、
正
規
陸
軍
将
校
は
、
陸
軍
補
充
令
に
よ
っ
て
就
任
し
、
陸
軍
武
官
服
役
令
に
よ
っ

て
現
役
に
服
し
た
将
校
、
ま
た
、
正
規
海
軍
将
校
は
、
海
軍
武
官
任
用
令
に
よ
っ
て
就
任
し
、
海
軍
武
官
服
役
令
に
よ
っ
て
現
役
に

服
し
た
将
校
と
定
義
さ
れ
た
。
三
親
王
一
二
王
は
正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
た
め
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

五
五
〇
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
こ
の
勅
令
の
も
と
で
、
各
庁
は
、
こ
の
覚
書
に
該
当

す
る
か
否
か
を
審
査
す
る
調
査
表
の
提
出
を
関
係
者
に
要
求
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
五
月
一
五
日
、
高
松
宮
は
日
本
政
府
の
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関
係
者
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て
い
る
。

「
皇
族
ノ
貴
族
院
議
席
ニ
ツ
キ
Ｍ
Ｃ
司
令
部
【
Ｇ
Ｈ
Ｑ
】
ヨ
リ
「
追
放
」
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
処
置
甚
ダ
手
緩
シ
、
コ
レ
以
上
テ
キ

パ
キ
ヤ
ラ
ヌ
〔
ナ
〕
ラ
バ
Ｍ
Ｃ
司
令
部
直
接
指
令
ス
【
略
】
グ
ズ
〳
〵
シ
テ
ヰ
ル
ナ
ラ
バ
政
府
ノ
担
当
者
ヲ
処
罰
ス
ル
ト
ノ
コ
ト

デ
、
政
府
側
モ
ア
ワ
テ
早
ク
片
ヅ
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
皇
族
ニ
ツ
イ
テ
ハ「
ク
エ
ス
チ
ョ
ネ
ヤ
」【
調
査
表
】モ
出
サ
ヌ
、

議
席
ニ
モ
ツ
カ
ヌ
デ
ホ
ツ
カ
ブ
リ
ヲ
ス
ル
第
一
案
ナ
リ
シ
モ
、「
ヤ
ハ
リ
止
メ
テ
呉
レ
」「
ク
エ
ス
チ
ョ
ネ
ヤ
」
ハ
出
サ
ヌ
コ
ト
ニ

交
渉
ス
」

し
か
し
、
高
松
宮
は
、
宮
内
省
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
バ
ン
カ
ー
副
官
ら
と
の
連
絡
か
ら
、「「
ソ
」
聯
ガ
ウ
ル
サ
イ
ノ
デ
「
ク
エ
ス
チ
ョ
ネ

ア
」
ハ
全
部
ソ
ロ
ヘ
テ
オ
カ
ヌ
ト
米
側
ガ
コ
マ
ル
ト
ノ
コ
ト
モ
ア
リ
、
結
局
出
ス
コ
ト
ヽ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
も
聞
い
て
い
る
。
高
松
宮

は
、「
私
ト
シ
テ
ハ
皇
族
ガ
職
業
軍
人
デ
ナ
イ
ト
云
フ
考
ヘ
ヲ
持
ツ
。
併
シ
実
際
「
追
放
令
」
ニ
該
当
ス
ル
職
ニ
ア
ツ
タ
コ
ト
ハ
、
ソ

ノ
ト
ホ
リ
ニ
考
ヘ
テ
モ
ヨ
イ
ト
思
フ
」
と
日
記
に
書
い
て

32
）

い
る
。
日
本
政
府
は
当
初
、
貴
族
院
議
員
の
皇
族
の
調
査
表
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

提
出
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
調
査
表
の
提
出
を
直
接
に
指
令
す
る
と
警
告
す
る
と
、
日
本
政
府
は
Ｇ
Ｈ

Ｑ
と
、
調
査
表
を
提
出
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
交
渉
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
米
国
が
ソ
連
に
批
判
さ
れ
る
た
め
、
や
は
り
調

査
表
を
提
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
を
聞
き
、
高
松
宮
は
、
三
親
王
一
二
王
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五

五
〇
に
該
当
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
三
親
王
一
二
王
は
二
三
日
に
貴
族
院
議
員
を
辞
職

33
）

し
た
。
こ
れ
は
、
三

親
王
一
二
王
が
実
際
に
調
査
表
の
提
出
を
要
求
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
該
当
す
る
か
否
か
を
審
査
さ
れ
な
く
て
も
済
む
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
と
き
に
は
、
三
親
王
一
二
王
は
覚
書
該
当
者
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
六
月
一
九
日
か
ら
は
高
松
宮
も
三
笠
宮
も
全
く
枢
密
院
に
班
列
し
な
く
な

34
）

っ
た
。
二
〇
日
に
高
松
宮
は
裕
仁
に
、
覚
書
該

213

皇室における公職追放問題



当
者
で
あ
る
枢
密
顧
問
官
が
辞
職
し
、
帝
国
憲
法
改
正
案
が
枢
密
院
で
す
で
に
議
決
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
枢
密
院
ニ
今
後
出
ナ
イ
ガ

ヨ
イ
ト
思
フ
」
と
述
べ
て

35
）

い
る
。
高
松
宮
は
枢
密
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
枢
密
院
に
班
列
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
親
王
の
調
査
表
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
四
七
年
二
月
一
九
日
に
大
使
館
参
事
官
の
加
瀬
俊
一
（
と
し
か
ず
）
が
Ｇ
Ｓ
（
民
政
局
）
の
マ
ー
カ
ム
行
政
課
長
に
、「
高

松
宮
は
追
放
に
つ
い
て
、
天
皇
が
質
問
し
て
く
る
前
に
、
学
べ
る
こ
と
を
す
べ
て
学
ん
で
お
き
た
い
と
言
っ
た
」
と
伝

36
）

え
た
。
そ
こ

で
、
四
月
三
日
の
晩
餐
会
で
高
松
宮
が
マ
ー
カ
ム
に
、「
皇
族
ノ
「
パ
ー
ジ
」」
に
つ
い
て
聞
く
と
、
マ
ー
カ
ム
は
、「
一
般
的
ニ
軍
人

ダ
カ
ラ
ト
云
フ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
個
人
ニ
ツ
イ
テ
考
ヘ
ル
」
と
答
え
て

37
）

い
る
。
マ
ー
カ
ム
は
、
正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校

に
就
任
し
て
い
た
と
の
理
由
だ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
皇
族
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大

臣
に
指
定
さ
せ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三

仮
指
定
問
題

四
七
年
五
月
三
日
に
帝
国
憲
法
が
日
本
国
憲
法
に
改
正
さ
れ
る
に
伴
い
、
二
日
か
ぎ
り
で
旧
典
範
と
そ
の
増
補
が
廃
止
さ
れ
、
三

日
に
現
典
範
が
施
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
日
か
ぎ
り
で
、「
皇
室
令
及
附
属
法
令
廃
止
ノ
件
」（
一
九
四
七
年
皇
室
令
第
一
二
号
）
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
皇
室
令
が
、「
枢
密
院
官
制
及
事
務
規
定
等
の
廃
止
に
関
す
る
勅
令
」（
一
九
四
七
年
勅
令
第
二
〇
三
号
）
に
よ
っ

て
枢
密
院
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
三
日
に
「
内
閣
官
制
の
廃
止
等
に
関
す
る
政
令
」（
一
九
四
七
年
政
令
第
四
号
）
に
よ
っ
て
貴
族
院
令

が
廃
止
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
二
日
か
ぎ
り
で
皇
族
会
議
と
枢
密
院
、
貴
族
院
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
が

施
行
さ
れ
た
後
に
皇
族
の
就
任
す
る
公
職
と
し
て
皇
室
会
議
の
議
員
と
予
備
議
員
が
存
在
し
た
。
現
典
範
の
も
と
で
、
成
年
に
達
し
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た
皇
族
二
名
は
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
議
長
と
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
宮
内
府
（
後
に
宮
内
庁
）
長
官
、
最
高
裁
判
所
の
長
官

と
判
事
一
名
と
と
も
に
皇
室
会
議
を
組
織
し
、
摂
政
の
設
置
や
皇
族
の
皇
籍
離
脱
な
ど
を
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
会
議
に
は
予

備
議
員
一
〇
名
も
置
か

38
）

れ
た
。
皇
族
議
員
二
名
と
そ
の
予
備
議
員
二
名
は
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
の
互
選
で
当
選
し
、
任
期
を
四
年

と
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
す
る
ま
で
は
、
四
七
年
九
月
一
六
日
の
互
選
で
、
高
松
宮
と
秩
父
宮
雍
仁
親
王
妃

勢
津
子
が
議
員
に
、
三
笠
宮
と
高
松
宮
宣
仁
親
王
妃
喜
久
子
が
予
備
議
員
に
当
選
し
た（
一
九
四
七
年
宮
内
府
告
示
第
一
二
号
）。
ま

た
、
五
一
年
九
月
一
六
日
の
互
選
で
、
高
松
宮
と
三
笠
宮
が
議
員
に
、
勢
津
子
と
厚
子
内
親
王
が
予
備
議
員
に
当
選
し
た
（
一
九
五

一
年
宮
内
庁
告
示
第
八
号
）。
た
だ
し
、
こ
の
間
に
皇
室
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
は
四
七
年
一
〇
月
一
三
日
だ
け
で
あ
る
。

す
で
に
一
月
四
日
、
公
職
追
放
令
の
一
九
四
六
年
勅
令
第
一
〇
九
号
を
改
正
し
た
「
公
職
に
関
す
る
就
職
禁
止
、
退
職
等
に
関
す

る
勅
令
」（
一
九
四
七
年
勅
令
第
一
号
）
と
、
そ
の
施
行
令
の
一
九
四
六
年
閣
令
内
務
省
令
第
一
号
を
改
正
し
た
「
昭
和
二
十
二
年
勅

令
第
一
号
の
施
行
に
関
す
る
命
令
」（
一
九
四
七
年
閣
令
内
務
省
令
第
一
号
）の
別
表
第
二
に
よ
っ
て
改
め
て
公
職
が
定
義
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
法
令
の
改
正
に
よ
っ
て
も
、
日
本
国
憲
法
や
現
典
範
の
も
と
で
の
天
皇
と
摂
政
、
皇
室
会
議
の
議
員
と
予
備
議
員

が
公
職
と
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
閣
令
内
務
省
令
の
も
と
で
も
、
正
規
陸
軍
将
校
と
正
規
海
軍
将
校
の
定

義
は
改
正
さ
れ
る
前
と
同
様
で
あ
り
、
正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

五
五
〇
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
旧
典
範
と
そ
の
増
補
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
国

憲
法
と
現
典
範
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、五
月
三
日
か
ら
天
皇
と
皇
族
に
も
原
則
と
し
て
一
般
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
、
裕
仁
は
嘉
仁
の
特
旨
に
よ
っ
て
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
お
り
、
こ
の
閣
令
内
務
省
令
の
定
義
す
る
正
規
陸
軍
将

校
お
よ
び
正
規
海
軍
将
校
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
政
府
に
こ
の
閣
令
内
務
省
令
を
改
正
さ
せ
る
覚
書
を
発
し
、
裕
仁
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を
覚
書
該
当
者
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
裕
仁
に
は
、
内
廷
に
あ
る
皇
族
と
と
も
に
、
現
典
範
と
同
じ
日
に
施
行

さ
れ
た
皇
室
経
済
法
（
一
九
四
七
年
法
律
第
四
号
）
の
も
と
で
国
庫
か
ら
支
出
さ
れ
る
皇
室
費
の
一
種
で
あ
る
内
廷
費
が
支
出
さ
れ

て
い
た
。
他
方
で
、
四
六
年
八
月
一
六
日
に
伏
見
宮
が
死
去
し
た
た
め
、
正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た

皇
族
は
三
親
王
一
一
王
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
皇
族
が
覚
書
該
当
者
と
な
る
な
ら
ば
、
皇
室
費
の
一
種
で
あ
る
皇
族
費
が
三
親
王
一
一

王
に
支
出
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
場
合
も
、
三
親
王
一
一
王
が
摂
政
に
就
任
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
七
年
五
月
二
〇
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
政
府
に
、
以
前
は
公
職
に
就
任
し
て
い
た
が
現
在
は
退
任
し
て
い
る
た
め
に
、
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
て
い
な
い
者
を
審
査
す
る
計
画
を
提
出
す
る
よ
う
に
指
示

39
）

し
た
。
こ

の
指
示
に
基
づ
き
、
七
月
二
日
に
一
九
四
七
年
勅
令
第
一
号
が
一
九
四
七
年
政
令
第
一
一
九
号
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
。
内
閣
総
理

大
臣
は
、
こ
の
覚
書
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
、
調
査
表
の
提
出
を
要
求
し
な
い
で
、
こ
の
覚
書
に
該
当
す
る
者
と

し
て
の
仮
の
指
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
仮
指
定
を
受
け
た
者
は
、
異
議
を
申
し
た
て
な
い
か
ぎ
り
、
三
一
日
目
か
ら
覚
書
該

当
者
と
み
な
さ
れ
た
。
第
二
節
で
述
べ
た
マ
ー
カ
ム
の
考
え
を
裏
か
え
す
と
、
皇
族
が
皇
籍
を
離
脱
す
る
な
ら
ば
、
正
規
陸
軍
将
校

ま
た
は
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
者
に
つ
い
て
仮
指
定
を
内
閣
総
理
大
臣
に
行
わ
せ
る
こ
と
を

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
決
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
秩
父
、
高
松
、
三
笠
の
三
宮
家
を
除
く
一
一
宮
家
は
、
当
初
は
、
四
六
年
一
二
月
二

七
日
に
裕
仁
が
公
布
し
た
旧
典
範
の
増
補
中
改
正
の
も
と
で
皇
籍
を
離
脱
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
皇
族
費
の
う
ち
、
一

一
宮
家
の
年
金
は
、
四
七
年
三
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
た
一
九
四
七
年
度
歳
入
歳
出
予
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
一
宮
家
は
、
実
際
に
は
、
現
典
範
の
も
と
で
皇
籍
を
離
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
一
宮
家
の
年
金
は
、
皇
籍
を
離

脱
す
る
と
き
に
支
出
さ
れ
る
一
時
金
と
と
も
に
、
一
〇
月
六
日
に
成
立
し
た
一
九
四
七
年
一
般
会
計
予
算
補
正
（
第
三
号
）
に
は
じ

め
て
計
上
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
〇
日
に
Ｇ
Ｓ
の
ケ
ー
デ
ィ
ス
次
長
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局
長
に
提
出
し
た
「
皇
族

被
追
放
者
へ
の
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支
出
」
と
い
う
覚
書
で
は
、
皇
籍
を
離
脱
す
る
皇
族
の
な
か
に
、
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
い
た
者
が
存
在
し
、
一
五
日
ご
ろ
に
被
追

放
者
と
し
て
指
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、被
追
放
者
に
対
す
る
利
益
の
支
出
を
禁
止
し
た
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
三
三
八
と
の
関
係
で
、

一
時
金
を
こ
れ
ら
の
者
に
は
支
出
し
な
い
こ
と
が
勧
告
さ

40
）

れ
た
。
一
三
日
、
皇
室
会
議
の
議
決
に
よ
っ
て
、
一
四
日
に
一
一
宮
家
は

皇
籍
を
離
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
つ
い
で
開
か
れ
た
皇
室
経
済
会
議
は
、
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
い
た
一
一
王
に
は
一

時
金
を
支
出
し
な
い
と
い
う
案
を
全
会
一
致
で
議
決

41
）

し
た
。
こ
の
皇
室
経
済
会
議
は
、
皇
室
経
済
法
の
も
と
で
、
一
時
金
の
金
額
を
、

年
金
の
一
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
皇
室
経
済
会
議
の
議

員
は
、
衆
議
院
の
松
岡
駒
吉
議
長
、
田
中
萬
逸
副
議
長
、
参
議
院
の
松
平
恒
雄
議
長
、
松
本
治
一
郎
副
議
長
、
片
山
哲
内
閣
総
理
大

臣
、
栗
栖
赳
夫
大
蔵
大
臣
、
松
平
慶
民
宮
内
府
長
官
、
佐
藤
基
会
計
検
査
院
長
で
あ
り
、
皇
室
会
議
と
違
い
、
皇
族
の
議
員
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
一
四
日
に
一
一
宮
家
が
皇
籍
を
離
脱
し
、
そ
の
な
か
で
軍
の
将
校
に
就
任
し
て
い
た
一
一
人
は
一
五
日
に
仮
指
定
を

受

42
）

け
た
。
一
六
日
、
閑
院
宮
と
号
さ
れ
て
い
た
閑
院
春
仁
は
宮
内
府
長
官
の
松
平
慶
民
か
ら
、「
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
一
号
第
七
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
左
の
理
由
に
基
づ
き
覚
書
に
掲
げ
る
条
項
に
該
当
す
る
者
と
し
て
、
仮
の
指
定
を
す
る
。
理
由
、
同

人
は
正
規
陸
軍
将
校
で
あ
っ
た
。
内
閣
総
理
大
臣
」
と
い
う
指
定
書
を
受
け
と
っ
た
と

43
）

い
う
。
仮
指
定
を
受
け
た
他
の
一
〇
人
も
同

様
の
指
定
書
を
受
け
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
指
定
を
受
け
て
か
ら
三
一
日
目
の
一
一
月
一
四
日
か
ら
こ
の
一
一
人

は
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ

44
）

れ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
一
一
宮
家
の
年
金
は
一
〇
月
六
日
に
は
じ
め
て
計
上
さ
れ
た
た
め
、
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
よ
っ
て
一
一
人
に
は
年
金
も
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ

45
）

れ
る
。

一
一
月
二
八
日
に
内
閣
総
理
大
臣
の
片
山
は
資
格
審
査
（
仮
指
定
）
結
果
公
告
第
一
号
を
『
官
報
』
に
掲
載
し
、
正
規
陸
軍
将
校

お
よ
び
陸
軍
特
別
志
願
予
備
将
校
に
就
任
し
て
い
た
四
万
五
三
四
一
名
、
正
規
海
軍
将
校
お
よ
び
海
軍
特
別
志
願
予
備
将
校
に
就
任

し
て
い
た
二
万
三
三
五
〇
名
ら
に
つ
い
て
仮
指
定
を
行

46
）

っ
た
。
三
親
王
も
仮
指
定
を
受
け
た
の
で
、
三
一
日
目
の
一
二
月
二
八
日
か
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ら
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ

47
）

っ
た
。
し
か
し
、
一
二
月
七
日
に
三
親
王
は
、
誤
載
と
い
う
理
由
で
公
告
か
ら
名
が
削
除

さ
れ
た
た
め
、
仮
指
定
が
と
り
け
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

48
）

あ
る
。
こ
の
公
告
は
、
陸
海
軍
が
廃
止
さ
れ
る
前
に
調
製
さ
れ
た
最
後
の

陸
軍
将
校
実
役
停
年
名
簿
や
現
役
海
軍
士
官
名
簿
な
ど
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ

49
）

れ
る
。
公
告
に
は
、
す
で
に
死
去
し
て
い

る
「
博
恭
王
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
一
一
月
一
四
日
か
ら
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
た
元
皇
族
も
、
た
と
え
ば
「
稔

彦
王
」
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

50
）

あ
る
。
日
本
政
府
は
三
親
王
の
仮
指
定
を
回
避
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
三
親
王
の

名
を
削
除
し
な
い
ま
ま
『
官
報
』
に
掲
載
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
と
り
け
し
に
関
し
、
日
本

政
府
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
承
認
を
求
め
て
い
た
が
、
四
八
年
一
〇
月
ま
で
に
返
答
は
与
え
ら
れ
て
い

51
）

な
い
。
日
本
政
府
が
三
親
王
を
覚
書
該

当
者
に
し
な
い
こ
と
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
公
認
し
な
い
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
六
八
年
に
裕
仁
は
稲
田
周
一
侍
従
長
に
、「
摂

政
に
な
る
と
予
期
し
て
、
戦
時
中
の
役
目
か
ら
追
放
に
な
る
身
で
あ
り
な
が
ら
動
き
を
見
せ
た
皇
族
も
あ
る
か
ら
、
退
位
は
な
さ
ら

な
い
方
が
よ
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
は
松
平
慶
民
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て

52
）

い
る
。
ま
た
、
宮
内
府
（
途
中
か
ら
宮
内
庁
）
次
長
を
務

め
た
林
敬
三
も
、「
摂
政
に
ど
な
た
か
な
ら
れ
る
と
し
て
も
、
直
宮
の
方
々
は
、
一
応
、
正
規
将
校
で
い
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
公
職

追
放
と
い
う
立
場
に
お
ら
れ
ま
し
た
」
と
回
想
し
て

53
）

い
る
。
三
親
王
は
実
際
に
は
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
三
親
王

が
摂
政
に
就
任
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
宮
内
官
僚
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

団
体
総
裁
辞
任

皇
族
が
事
業
団
体
の
名
誉
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
た
皇
族
身
位
令
は
、
皇
室
令
で
あ
っ
た
た
め
に
四
七
年
五
月
二

日
か
ぎ
り
で
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
相
当
す
る
新
た
な
法
令
が
後
に
制
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
皇
室
令
及
び
附
属
法
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令
廃
止
に
伴
い
事
務
取
扱
い
に
関
す
る
通
牒
」（
一
九
四
七
年
五
月
三
日
宮
内
府
長
官
官
房
文
書
課
発
第
四
五
号
）
に
は
、「
従
前
の

規
定
が
廃
止
と
な
り
、
新
ら
し
い
規
定
が
で
き
て
い
な
い
も
の
は
、
従
前
の
例
に
準
じ
て
、
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て

54
）

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
日
か
ら
も
皇
族
は
皇
族
身
位
令
に
準
じ
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
事
業
団
体
の
名
誉
職
に
も
っ
ぱ
ら
就
任

し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

「
公
職
適
否
審
査
委
員
会
及
び
公
職
資
格
訴
願
審
査
委
員
会
の
廃
止
に
関
す
る
政
令
」（
一
九
四
八
年
政
令
第
六
二
号
）に
よ
っ
て
、

覚
書
該
当
者
の
指
定
は
、
不
測
の
脱
漏
を
除
き
、
四
八
年
五
月
一
〇
日
か
ぎ
り
で
完
了
し
た
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
日
の
一

一
日
、
団
体
解
散
令
の
一
九
四
六
年
勅
令
第
一
〇
一
号
が
一
九
四
八
年
政
令
第
八
七
号
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
、
同
日
以
後
に
、
法
務

総
裁
の
指
定
に
よ
っ
て
団
体
が
解
散
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
団
体
の
要
職
を
占
め
て
い
た
者
は
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

55
）

っ
た
。
つ
ま
り
、
正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
皇
族
男
子
が
要
職
に
就
任
し
て
い
る
団
体
さ
え
、
法
務

総
裁
の
指
定
に
よ
っ
て
解
散
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
皇
族
男
子
は
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
日
に

Ｇ
Ｓ
が
法
務
庁
特
別
審
査
局
に
、
高
松
宮
の
関
係
し
て
い
る
社
会
公
共
事
業
団
体
に
つ
い
て
の
報
告
を
口
頭
で
要
求
し
て
き
た
。
秩

父
宮
の
関
係
し
て
い
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
に
は
秩
父
宮
が
そ
こ
で
実
際
に
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
笠
宮
は
四
七
年
四
月
か
ら
五
〇
年
三
月
ま
で
東
京
帝
国
大
学
（
途
中
か
ら
東

京
大
学
）
文
学
部
の
研
究
生
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
と
き
に
は
団
体
の
役
員
に
就
任
し
て
い
な
か

56
）

っ
た
。
そ
こ
で
、
団
体
の
解
散
に

よ
っ
て
親
王
た
ち
が
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、四
八
年
六
月
一
五
日
に
芦
田
均
内
閣
は
閣
議
で
、

正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
皇
族
男
子
の
場
合
は
、
文
化
、
美
術
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
一
部
を
除
き
、

団
体
の
役
員
を
辞
任
さ
せ
る
こ
と
を
決
定

57
）

し
た
。
実
際
に
、
二
五
日
に
滝
内
礼
作
特
別
審
査
局
長
は
Ｇ
Ｓ
公
職
審
査
課
の
ベ
ア
ワ
ル

ド
に
、
秩
父
宮
と
高
松
宮
が
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
就
任
し
て
い
る
地
位
が
日
本
の
若
者
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
、
二
人
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と
も
そ
の
地
位
を
辞
任
す
る
こ
と
を
法
務
庁
は
薦
め
て
い
る
と
述
べ
て

58
）

い
る
。
さ
て
、
七
月
八
日
に
内
閣
総
理
大
臣
の
芦
田
は
田
島

道
治
宮
内
府
長
官
と
、「
皇
族
殿
下
の
公
職
禁
止
の
話
」
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
日
に
裕
仁
が
芦
田
に
、「
皇
族
殿
下

の
公
職
の
問
題
」
に
つ
い
て
話
し
て
お
り
、
芦
田
は
、「
こ
れ
は
早
速
に
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
と
交
渉
し
て
決
定
致
し
ま
す
」
と
答
え
て

59
）

い
る
。

こ
れ
ら
の
「
公
職
」
は
も
ち
ろ
ん
社
会
公
共
事
業
団
体
の
役
員
を
意
味
す
る
。
一
二
日
、
鈴
木
義
男
法
務
総
裁
が
田
島
に
、
秩
父
宮

と
高
松
宮
が
団
体
の
役
員
を
辞
任
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
日
付
で
高
松
宮
が
社
団
法
人
発
明
協
会
総
裁
と
近
江
神

宮
奉
賛
会
総
裁
を
辞
任
し
、
三
一
日
付
で
秩
父
宮
が
日
本
学
術
振
興
会
総
裁
と
財
団
法
人
光
華
会
総
裁
、
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

総
裁
、
財
団
法
人
日
本
シ
ヤ
ム
協
会
総
裁
を
、
高
松
宮
が
恩
賜
財
団
同
胞
援
護
会
総
裁
と
社
団
法
人
日
本
赤
十
字
社
総
裁
、
恩
賜
財

団
済
生
会
総
裁
、
恩
賜
財
団
慶
福
会
総
裁
、「
日
本
人
類
学
会
、
日
本
社
会
学
会
、
民
間
伝
承
の
会
、
日
本
考
古
学
会
、
日
本
語
学
会
、

日
本
民
族
学
学
会
」
連
合
会
名
誉
会
長
、
共
同
募
金
中
央
委
員
会
総
裁
、
日
本
国
際
学
生
協
会
会
長
を
辞
任
し
た
。
ま
た
、
一
二
日

に
鈴
木
は
田
島
に
、
秩
父
宮
と
高
松
宮
が
、
役
員
を
留
任
す
る
こ
と
の
で
き
る
団
体
に
お
い
て
も
、
団
体
を
代
表
し
た
り
、
意
思
決

定
を
行
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。
な
お
、
留
任
す
る
こ
と
の
で
き
た
団
体
の
役
員
は
、
秩
父
宮
が
日
本
瑞
典
協
会
総

裁
と
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
名
誉
総
裁
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
総
裁
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
協
会
総
裁
で
あ
り
、
高
松
宮
が
財
団

法
人
国
際
文
化
振
興
会
総
裁
と
財
団
法
人
日
本
美
術
協
会
総
裁
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
総
裁
で
あ

60
）

っ
た
。
こ
の
措
置
は
、

八
月
二
〇
日
に
特
別
審
査
局
か
ら
Ｇ
Ｓ
の
ネ
ピ
ア
公
職
審
査
課
長
に
文
書
で
報
告
さ

61
）

れ
た
。

さ
て
、
四
九
年
四
月
四
日
に
一
九
四
六
年
勅
令
第
一
〇
一
号
が
団
体
等
規
正
令
（
一
九
四
九
年
政
令
第
六
四
号
）
に
改
正
さ
れ
て

も
、
主
要
役
員
が
、「
昭
和
五
年
一
月
一
日
以
後
現
役
に
あ
つ
た
正
規
の
陸
海
軍
の
将
校
〔
略
〕
で
あ
つ
た
者
」
に
該
当
す
る
団
体
は
、

法
務
総
裁
の
特
に
指
定
す
る
も
の
を
除
き
、
解
散
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
団
体
の
要
職
を
占
め
て
い
た
者
は
覚
書
該
当
者

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
正
規
陸
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
者
は
、
ま
ず
営
利
企
業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
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ツ
、
親
睦
な
ど
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
法
務
総
裁
の
指
定
を
受
け
て
主
要
役
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

62
）

っ
た
。
こ
の
た
め
、
三
笠
宮
も
吉
田
茂
内
閣
の
大
橋
武
夫
法
務
総
裁
の
指
定
を
受
け
、
五
一
年
三
月
二
七
日
に
財
団
法
人
友
愛
十
字

会
名
誉
賛
助
員
に
、
九
月
二
九
日
に
財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
総
裁
に
就
任
し
た
の
で

63
）

あ
る
。
さ
ら
に
、
正
規
陸
海

軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
者
の
大
部
分
に
つ
い
て
追
放
解
除
が
行
わ
れ
た
た
め
、
一
二
月
一
八
日
、「
団
体
等
規
正
令
第
五
条
の
運
用

に
つ
い
て
」（
法
務
府
特
審
監
第
九
五
八
号
）と
い
う
通
達
に
よ
っ
て
、
正
規
陸
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
者
は
、
団
体
等
規
正
令

の
も
と
で
要
届
出
団
体
に
該
当
す
る
政
治
的
な
団
体
の
主
要
役
員
に
就
任
す
る
と
き
に
だ
け
法
務
総
裁
の
指
定
を
受
け
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な

64
）

っ
た
。
こ
の
た
め
、
二
二
日
に
高
松
宮
が
財
団
法
人
東
京
動
物
園
協
会
総
裁
に
就
任
し
た
と
き
に
は
法
務
総
裁
の
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

65
）

あ
る
。

五
二
年
四
月
二
八
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
た
た
め
、「
公
職
に
関
す
る
就
職
禁
止
、
退
職
等
に
関
す
る
勅
令

等
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
」（
一
九
五
二
年
法
律
第
九
四
号
）に
よ
っ
て
、
公
職
追
放
令
の
一
九
四
七
年
勅
令
第
一
号
が
廃
止
さ

66
）

れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
三
親
王
が
覚
書
該
当
者
に
な
る
可
能
性
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
七
月
二
一
日
に
破
壊
活
動
防
止
法

（
一
九
五
二
年
法
律
第
二
四
〇
号
）
に
よ
っ
て
団
体
等
規
正
令
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
親
王
が
団
体
の
役
員
に
就
任
す

る
こ
と
を
制
限
す
る
法
令
も
存
在
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
序
論
で
述
べ
た
中
村
の
議
論
で
検
討
す
る
べ
き
第
一
点
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
裕
仁
は
、
日
本
国
憲
法
や
現
典
範
の
も
と
で
一

般
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
も
、
正
規
陸
軍
将
校
お
よ
び
正
規
海
軍
将
校
に
就
任
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
た
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め
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
日
本
政
府
に
、

改
め
て
裕
仁
を
罷
免
と
排
除
の
対
象
と
す
る
覚
書
を
発
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
三
親
王
は
正
規
陸
軍
将
校
ま
た
は
正
規
海
軍
将
校

に
就
任
し
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
に
該
当
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
二
点
に

つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
天
皇
や
摂
政
の
地
位
が
、
追
放
の
対
象
と
な
る
公
職
と
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
裕
仁
や

三
親
王
が
覚
書
該
当
者
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
裕
仁
は
内
廷
費
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
三
親
王
は
皇
族
費
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
裕
仁
が
天
皇
に
在
位
す
る
こ
と
や
三
親
王
が
摂
政
に
就
任
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
し
、
中
村
と
違
い
、
当
時
の
日
本
社
会
で
は
、
皇
室
に
お
け
る
公
職
追
放
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
五
五
〇
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
、
職
業
軍
人
で
あ
っ
た
皇
族
男
子
は
追
放
さ
れ
る
と
報
じ
ら

67
）

れ
た
。
し
か
し
、
大

元
帥
で
あ
っ
た
裕
仁
が
追
放
を
免
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
聞
な
ど
で
は
全
く
批
判
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
一
王
は
皇
籍
を
離
脱
し
た
後

に
仮
指
定
を
受
け
、
覚
書
該
当
者
と
み
な
さ
れ
た
が
、
三
親
王
が
仮
指
定
を
受
け
て
も
後
に
そ
れ
を
と
り
け
さ
れ
た
こ
と
は
批
判
さ

れ
て
い
な
い
。
軍
籍
に
あ
っ
た
皇
族
は
団
体
の
役
員
を
辞
任
さ
せ
る
と
い
う
芦
田
内
閣
の
閣
議
決
定
は
報
じ
ら
れ
て

68
）

い
た
。
し
か
し
、

三
親
王
が
覚
書
該
当
者
の
指
定
を
免
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
と
き
に
は
批
判
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
来
、
裕
仁
の
戦
争
責
任
問
題
と
し
て
は
、
天
皇
制
の
廃
止
問
題
や
裕
仁
自
身
の
戦
犯
訴
追
問
題
、
退
位
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
公
職
追
放
令
は
、
戦
争
遂
行
の
責
任
者
を
公
職
か
ら
罷
免
し
て
排
除
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
皇
室
に
お
け
る

公
職
追
放
問
題
の
重
要
性
が
当
時
の
日
本
社
会
で
十
分
に
認
識
さ
れ
、
議
論
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
裕
仁
だ
け
で
な
く
皇
族
の
戦
争

責
任
問
題
に
関
し
て
も
別
の
展
開
が
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

１
）

中
村
哲
「
憲
法
上
の
天
皇
」『
人
民
評
論
』
第
四
巻
第
九
号
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
、
三
頁
。
同
稿
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
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部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
事
前
検
閲
を
そ
の
ま
ま
通
過
し
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

日
本
占
領
期
検

閲
雑
誌
」。

２
）

本
稿
で
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
追
号
を
贈
ら
れ
た
天
皇
を
睦
仁
、
嘉
仁
、
裕
仁
と
名
で
記
す
。

３
）

旧
典
範
の
も
と
で
は
、
天
皇
と
皇
太
子
と
皇
太
孫
の
成
年
は
一
八
歳
で
、
他
の
皇
族
の
そ
れ
は
二
〇
歳
で
あ
る
。
現
典
範
は
、
前
者

に
つ
い
て
旧
典
範
と
同
じ
く
一
八
歳
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
現
典
範
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
後
者
は
国
民
の
成
年
と
同
じ

く
二
〇
歳
で
あ
る
。

４
）

ハ
ン
ス＝

ベ
ア
ワ
ル
ド
『
指
導
者
追
放

占
領
下
日
本
政
治
史
の
一
断
面
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
二
一
｜
二
二
頁
。

５
）

高
久
嶺
之
介
「
近
代
皇
族
の
権
威
集
団
化
過
程

そ
の
二

皇
族
の
権
威
の
社
会
化
過
程
」『
社
会
科
学
』

同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所

第
二
八
号
、
一
九
八
一
年
三
月
。

６
）

坂
本
悠
一
「
皇
族
軍
人
の
誕
生

近
代
天
皇
制
の
確
立
と
皇
族
の
軍
人
化
」
岩
井
忠
熊
編
『
近
代
日
本
社
会
と
天
皇
制
』
柏
書
房
、

一
九
八
八
年
。

７
）

帝
国
憲
法
第
三
条
「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
は
、「
法
律
ハ
君
主
ヲ
責
問
ス
ル
ノ
力
ヲ
有
セ
ス
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。

伊
藤
博
文
『
帝
国
憲
法
皇
室
典
範
義
解
』
国
家
学
会
、
一
八
八
九
年
、
五
頁
。
高
久
嶺
之
介
「
大
正
期
皇
室
法
令
を
め
ぐ
る
紛
争
（
上
）

皇
室
裁
判
令
案
・
王
公
家
軌
範
案
・
皇
室
典
範
増
補
」『
社
会
科
学
』

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

第
三
二
号
、
一
九
八
三
年
二

月
、
一
六
四
｜
一
六
五
頁
。

８
）

高
久
、
前
掲
「
大
正
期
皇
室
法
令
を
め
ぐ
る
紛
争
（
上
）」
一
七
〇
｜
一
七
一
頁
。

９
）

成
年
に
達
し
た
皇
族
男
子
で
、
武
官
に
就
任
し
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
坂
本
、
前
掲
「
皇
族
軍
人
の
誕
生
」
二
四
七
｜
二
四
九

頁
。
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10
）

本
稿
で
は
、
特
に
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
こ
で
挙
げ
た
四
勅
令
が
、
そ
れ
ら
に
相
当
す
る
旧
法
令
を
含
む
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

伏
見
宮
は
日
本
の
海
軍
兵
学
校
を
中
退
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
お
り
、
海
軍
武
官
任
用
令
に
相
当
す
る
旧
法
令
の
一
つ
で
あ
る
海
軍

高
等
武
官
任
用
条
例
（
一
八
九
三
年
勅
令
第
二
五
〇
号
）
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
海
軍
兵
学
校
を
卒
業
し
た
後
に
海
軍
少
尉
に
就
任
し

た
。『
博
恭
王
殿
下
を
偲
び
奉
り
て
』御
伝
記
編
纂
会
、
一
九
四
八
年
、
二
五
、
三
四
｜
三
五
頁
。
ま
た
、
海
軍
少
佐
の
山
階
宮
は
一
九

二
四
年
か
ら
神
経
過
敏
症
で
療
養
し
て
い
た
た
め
、
三
二
年
一
一
月
三
〇
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
以
前
の
時
期
に
三
親
王
一
二
王
の

な
か
で
た
だ
ひ
と
り
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
。『
山
階
宮
三
代
』
下
、
山
階
会
、
一
九
八
二
年
、
五
七
三
、
六
一
〇
頁
。

11
）

井
原
頼
明
『
増
補
皇
室
事
典
』
冨
山
房
、
一
九
四
二
年
、
二
八
頁
。『
官
報

号
外
』
一
九
一
二
年
九
月
九
日
。
同
、
一
九
二
五
年
一

〇
月
三
一
日
。

12
）

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
瀬
畑
源
「
明
仁
皇
太
子
の
教
育
に
関
す
る
一
考
察
」『
年
報
日
本
現
代
史
』
第
九
号
、
二
〇
〇
四
年
、
八
三

｜
八
四
頁
。

13
）

な
お
、
陸
軍
大
将
の
東
久
邇
宮
稔
彦
は
一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
、
内
閣
総
理
大
臣
兼
陸
軍
大
臣
に
就
任
し
、
裕
仁
の
特
旨
に
よ
っ

て
現
役
に
列
し
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
東
久
邇
宮
は
二
三
日
に
陸
軍
大
臣
の
兼
任
を
免
ぜ
ら
れ
、
九
月
二
一
日
に
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
。

『
官
報

号
外
』一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
。『
官
報
』一
九
四
五
年
八
月
二
七
日
、
一
四
七
頁
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵「
元

陸
軍
将
校
名
簿
（
本
科
将
校
の
部
）」
復
員
局
庶
務
課
調
製
、
一
九
五
三
年
八
月
、
二
頁
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
永
井
和
『
近
代
日

本
の
軍
部
と
政
治
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
、
三
六
｜
三
七
頁
。

14
）

『
官
報

号
外
』
一
八
八
八
年
五
月
一
八
日
。

15
）

諸
橋
襄
『
明
治
憲
法
と
枢
密
院
制

枢
密
院
制
度
論
』
芦
書
房
、
一
九
六
四
年
、
四
二
｜
四
三
頁
。『
枢
密
院
会
議
議
事
録
』
第
三
巻
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
一
四
四
頁
。
同
、
第
九
六
巻
、
一
九
九
六
年
、
一
五
八
頁
。
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16
）

秩
父
宮
家
『
雍
仁
親
王
実
紀
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
、
六
四
二
、
六
四
五
頁
。

17
）

衆
議
院
╱
参
議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史

議
会
制
度
編
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
、
二
九
頁
。

18
）

大
原
康
男
「「
軍
人
の
政
治
不
干
与
」
の
一
局
面

皇
族
の
文
武
兼
職
を
め
ぐ
っ
て
」『
軍
事
史
学
』
第
一
七
巻
第
三
号
、
一
九
八
一

年
一
二
月
、
一
七
｜
二
四
頁
。

19
）

『
明
治
天
皇
紀

第
九
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
、
六
三
三
｜
六
三
四
頁
。

20
）

高
久
、
前
掲
「
皇
族
の
権
威
の
社
会
化
過
程
」
八
二
｜
八
五
頁
。

21
）

『
日
本
管
理
法
令
研
究
』
第
一
巻
第
五
号
、
一
九
四
六
年
八
月
、
法
令
条
文
、
四
一
｜
四
六
頁
。

22
）

同
、
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
、
法
令
条
文
、
四
〇
頁
。

23
）

同
、
法
令
条
文
、
一
八
、
二
〇
、
二
四
、
二
六
頁
。

24
）

木
下
道
雄
『
側
近
日
誌
』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
二
頁
。

25
）

藤
田
尚
徳
『
侍
従
長
の
回
想
』
講
談
社
、
一
九
六
一
年
、
二
一
四
｜
二
一
五
頁
。

26
）

『
矢
部
貞
治
日
記
』
欅
の
巻
、
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
、
三
頁
。

27
）

な
お
、
現
典
範
に
は
、
配
偶
者
の
存
在
す
る
皇
族
女
子
は
摂
政
に
就
任
し
え
な
い
と
い
う
規
定
は
存
在
し
な
い
。

28
）

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
御
下
付
案

昭
和
二
十
一
年
」
件
名
番
号
一
一
。

29
）

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
委
員
会
録

昭
和
二
十
一
年
」
件
名
番
号
三
。

30
）

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
会
議
筆
記

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
」。

31
）

山
極
晃
╱
中
村
政
則
編
『
資
料
日
本
占
領
１

天
皇
制
』
大
月
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
四
六
三
｜
四
六
四
頁
。

32
）

高
松
宮
宣
仁
『
高
松
宮
日
記
』
第
八
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
七
年
、
三
五
四
頁
。
こ
こ
で
は
、〔

〕
内
は
同
書
の
編
者
に
よ
る
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も
の
で
あ
り
、【

】
内
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

33
）

『
第
九
十
回
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
』
第
一
号
、
一
九
四
六
年
六
月
二
一
日
、
三
頁
。
な
お
、
軍
の
将
校
に
就
任
す
る
こ
と

の
な
か
っ
た
賀
陽
宮
治
憲
王
が
一
九
四
六
年
七
月
三
日
に
成
年
に
達
し
て
貴
族
院
議
員
に
就
職
す
る
が
、
一
〇
月
八
日
に
辞
職
し
た
。

同
、
第
四
三
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
二
日
、
六
一
五
頁
。
治
憲
は
成
年
に
達
し
た
後
、「
皇
族
ノ
降
下
ニ
関
ス
ル
施
行
準
則
」に
よ
っ

て
、
旧
典
範
の
増
補
の
も
と
で
皇
籍
を
離
脱
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
神
﨑
豊「
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
お
け
る
一
一
宮
家
の
皇
籍
離
脱
」

『
年
報
日
本
現
代
史
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
六
年
、
二
九
六
｜
二
九
七
、
三
一
〇
｜
三
一
一
頁
。
し
た
が
っ
て
、
裕
仁
が
退
位
し
た
と

し
て
も
、
治
憲
が
摂
政
に
就
任
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

34
）

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
会
議
筆
記

昭
和
二
十
一
年
六
月
十
九
日
」。

35
）

高
松
宮
、
前
掲
『
高
松
宮
日
記
』
第
八
巻
、
三
七
三
頁
。

36
）

IO
K
IB
E
 
M
a
k
o
to a

n
d F

U
K
U
N
A
G
A
 
F
u
m
io ed

s.,
T
h
e O

ccu
pation

 
of Japan

,
P
art 3

:
R
eform

,
R
ecovery

 
an
d

 
P
eace,

1
9
4
5
-1
9
5
2
(M

a
ru
zen

, 19--), 3-A
-473.

訳
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、‘S

h
u
n
ich
i

 
K
a
se’

が
発
言
し
た
と
し
て
い
る
が
、
加
瀬
俊
一
（
し
ゅ
ん
い
ち
）
は
一
九
四
六
年
に
特
命
全
権
公
使
を
辞
任
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に

高
松
宮
邸
の
集
会
で
来
客
の
人
選
に
当
た
っ
て
い
た
の
は
加
瀬
俊
一
（
と
し
か
ず
）
の
方
で
あ
り
、
同
年
に
大
使
館
参
事
官
に
就
任
し

て
い
た
。『
加
瀬
俊
一
回
想
録
』下
、
山
手
書
房
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
四
、
一
〇
七
頁
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
筆
者
は
、
こ
の
人
物
は

（
と
し
か
ず
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

37
）

こ
の
会
見
に
同
席
し
た
加
瀬
俊
一
も
（
と
し
か
ず
）
の
方
で
あ
る
。
高
松
宮
、
前
掲
『
高
松
宮
日
記
』
第
八
巻
、
四
四
九
、
五
五
一

頁
。

38
）

一
九
四
七
年
五
月
三
日
に
宮
内
省
は
宮
内
府
と
な
り
、
四
九
年
六
月
一
日
に
宮
内
府
は
宮
内
庁
と
な
っ
た
。
な
お
、
旧
典
範
と
違
い
、
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現
典
範
は
議
会
の
議
決
す
る
法
律
で
あ
る
た
め
、
皇
室
会
議
が
現
典
範
の
改
正
を
議
す
る
こ
と
は
な
い
。

39
）

『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史

第
６
巻

公
職
追
放
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
、
四
八
頁
。

40
）

IO
K
IB
E
 
a
n
d F

U
K
U
N
A
G
A
 
ed
s.,
T
h
e O

ccu
pation

 
of Japan

,
P
art 3

,
3-A

-679.

41
）
「
皇
室
経
済
会
議
に
お
け
る
議
長
説
明
」「
皇
族
の
身
分
を
離
れ
ら
れ
る
皇
族
に
対
す
る
一
時
金
額
に
よ
る
皇
族
費
支
出
に
関
す
る
件

皇
室
経
済
会
議
々
事
録
」
宮
内
庁
行
政
文
書
「
皇
室
経
済
会
議
録
昭
和
二
十
二
年
度
」。
以
下
、
宮
内
庁
行
政
文
書
は
、「
行
政
機
関
の

保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
」（
一
九
九
九
年
法
律
第
四
二
号
）、
い
わ
ゆ
る
情
報
公
開
法
に
基
づ
き
宮
内
庁
が
筆
者
に
対
し

て
部
分
開
示
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

42
）

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
七
年
一
〇
月
一
六
日
。

43
）

閑
院
純
仁
『
私
の
自
叙
伝
』
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年
、
四
二
一
頁
。
著
者
名
は
、
閑
院
春
仁
の
後
の
改
名
で
あ
る
。

44
）

一
九
四
七
年
一
二
月
七
日
の
資
格
審
査
結
果
公
告
第
二
〇
号
に
、
仮
指
定
に
対
す
る
異
議
申
立
期
間
の
満
了
し
た
者
と
し
て
、
こ
の

一
一
人
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
た
。『
官
報

号
外
』
一
九
四
七
年
一
二
月
七
日
、
七
頁
。

45
）

こ
の
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
四
七
年
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
よ
る
と
、
皇
族
費
が
六
五
万
七
三
七

九
円
も
余
っ
て
い
る
。
神
﨑
、
前
掲
「
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
お
け
る
一
一
宮
家
の
皇
籍
離
脱
」
三
二
〇
頁
。
以
上
、
一
一
宮
家
の
皇

籍
離
脱
に
つ
い
て
は
、
同
、
三
〇
七
｜
三
一
二
頁
。

46
）

『
官
報

号
外
』
一
九
四
七
年
一
一
月
二
八
日
、
一
、
一
〇
九
、
一
一
〇
頁
。

47
）

た
だ
し
、
秩
父
宮
は
「
雍
仁
王
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
同
、
八
七
、
一
〇
一
、
一
四
〇
頁
。

48
）

同
、
一
九
四
七
年
一
二
月
七
日
、
八
頁
。

49
）

こ
れ
ら
の
名
簿
は
、
陸
軍
武
官
進
級
令
（
一
九
四
一
年
勅
令
第
一
九
七
号
）
や
海
軍
武
官
進
級
令
（
一
九
二
〇
年
勅
令
第
五
八
号
）
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い
ず
れ
も
、
そ
れ
に
相
当
す
る
旧
法
令
を
含
む

に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
嘉
仁
の
特
旨
に
よ
っ
て
進
級
し
た
裕

仁
の
名
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
井
原
、
前
掲
『
増
補
皇
室
事
典
』
二
八
頁
。

50
）

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
元
皇
族
の
う
ち
、
梨
本
宮
と
号
さ
れ
て
い
た
梨
本
守
正
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
二
日
か
ら
四
六
年
四
月
一

三
日
ま
で
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
巣
鴨
拘
置
所
に
拘
禁
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
他
の
Ａ
級
戦
犯
と
と
も
に
資
格
審
査
（
仮
指
定
）
結

果
公
告
第
五
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
守
山
王
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。『
官
報

号
外
』
一
九
四
八
年
一
月
三
一
日
、
一
頁
。

51
）

「
皇
室
に
関
す
る
諸
制
度
の
民
主
化
」
外
務
省
特
別
資
料
部
第
一
課
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
、
八
一
頁
。
こ
れ
は
、
情
報
公
開
法
に

基
づ
き
外
務
省
が
筆
者
に
対
し
て
部
分
開
示
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

52
）

『
徳
川
義
寛
終
戦
日
記
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、
四
九
八
頁
。
松
平
は
一
九
四
八
年
六
月
五
日
に
宮
内
府
長
官
を
辞
任
し
、

七
月
一
八
日
に
死
去
し
た
。

53
）

『
林
敬
三
談
話
第
六
回
速
記
録
』
内
政
史
研
究
会
、
一
九
七
四
年
、
一
四
五
頁
。
林
は
一
九
四
八
年
八
月
二
日
か
ら
五
〇
年
一
〇
月

九
日
ま
で
宮
内
府
（
途
中
か
ら
宮
内
庁
）
次
長
を
務
め
た
。

54
）

大
原
康
男
編
『
詳
録
・
皇
室
を
め
ぐ
る
国
会
論
議
』
展
転
社
、
一
九
九
七
年
、
二
四
五
頁
。

55
）

一
九
四
六
年
勅
令
第
一
〇
一
号
の
も
と
で
、
解
散
す
る
べ
き
団
体
を
指
定
す
る
者
は
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
一
月
一

日
に
「
内
務
省
官
制
等
廃
止
に
伴
う
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
」（
一
九
四
七
年
法
律
第
二
三
九
号
）
に
よ
っ
て
主
務
大
臣
に
、
二
月

一
五
日
に
「
法
務
庁
設
置
に
伴
う
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
」（
一
九
四
七
年
法
律
第
一
九
五
号
）
に
よ
っ
て
法
務
総
裁
に
改
め
ら
れ

た
。

56
）

三
笠
宮
崇
仁
『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
と
私
』
学
生
社
、
一
九
八
四
年
、
四
〇
頁
。
前
掲
「
皇
室
に
関
す
る
諸
制
度
の
民
主
化
」
八
八

頁
。
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57
）

前
掲
「
皇
室
に
関
す
る
諸
制
度
の
民
主
化
」
八
六
｜
八
九
頁
。

58
）

増
田
弘
╱
細
谷
正
宏
編
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
資
料
「
占
領
改
革
」
第
５
巻

公
職
追
放
Ⅱ
』
丸
善
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七
一
頁
。

59
）

『
芦
田
均
日
記
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
五
二
｜
一
五
三
頁
。

60
）

「
諸
団
体
総
裁
御
辞
任
の
件
」
宮
内
庁
行
政
文
書
「
名
誉
総
裁
御
就
任
等
関
係
昭
和
二
十
三
年
」。

61
）

前
掲
「
皇
室
に
関
す
る
諸
制
度
の
民
主
化
」
八
九
頁
。

62
）

「
皇
族
が
団
体
の
役
員
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
」
宮
内
庁
行
政
文
書
「
名
誉
総
裁
御
就
任
等
関
係
昭
和
二
十
七
年
」。

63
）

「
友
愛
十
字
会
名
誉
賛
助
員
推
戴
の
件
」「
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
総
裁
に
御
就
任
の
件
」
宮
内
庁
行
政
文
書
「
名
誉
総
裁
御

就
任
等
関
係
昭
和
二
十
六
年
」。

64
）

「
皇
族
が
諸
団
体
の
主
要
役
員
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

覚
」
宮
内
庁
行
政
文
書
「
名
誉
総
裁
御
就
任
等
関
係
昭
和
二
十
七

年
」。

65
）

「
東
京
動
物
園
協
会
総
裁
に
御
就
任
の
件
」
同
。

66
）

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
に「
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
一
号
の
施
行
に
関
す
る
命
令
等
を
廃
止
す
る
総
理
府
令
」（
一
九
五
二
年
総
理

府
令
第
一
六
号
）
に
よ
っ
て
、
一
九
四
七
年
勅
令
第
一
号
の
施
行
令
で
あ
る
一
九
四
七
年
閣
令
内
務
省
令
第
一
号
も
廃
止
さ
れ
た
。

67
）

『
民
報
』
一
九
四
六
年
一
月
一
一
日
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
に
は
、
追
放
さ
れ
る
皇
族
男
子
と
し
て
、
伏
見
宮
、
閑
院
宮
、
山
階
宮

は
な
ぜ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

68
）

『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
八
年
六
月
一
八
日
。

﹇
二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
三
日
の
審
査
を
経
て
、
同
年
五
月
十
六
日
掲
載
決
定
﹈

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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